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(1)　第1834号　2021年１月25日

県本部第１回中央委員会
日　時　2月18日（木）15：00
場　所　水戸市・自治労会館
内　容　・2021春闘方針
　　　　・当面の闘争方針

　
こ
れ
ま
で
、
新
自
由
主
義

政
策
の
も
と
で
構
造
改
革
が

進
め
ら
れ
、
福
祉
や
医
療
な

ど
の
社
会
保
障
は
一
方
的
に

削
減
さ
れ
、
将
来
に
不
安
を

抱
え
る
社
会
が
つ
く
ら
れ
て

き
ま
し
た
。
特
に
、
公
務
員

は
そ
の
矢
面
に
立
た
さ
れ
、

職
場
は
合
理
化
の
オ
ン
パ

レ
ー
ド
、
賃
金
も
引
き
下
げ

ら
れ
、
ま
る
で
諸
悪
の
根
源

が
公
務
員
に
あ
る
が
ご
と
き

公
務
員
バ
ッ
シ
ン
グ
が
続
い

て
き
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
感
染

拡
大
を
契
機
に
医
療
・
公
衆

衛
生
・
福
祉
・
介
護
・
保
育

・
教
育
の
現
場
は
さ
ら
に
大

変
な
状
況
に
な
っ
て
い
ま

て
き
ま
し
た
。

　
連
合
は
、
２
０
２
１
春
季

生
活
闘
争
に
お
い
て
、
日
本

の
抱
え
る
構
造
問
題
と
コ
ロ

ナ
禍
に
よ
っ
て
明
ら
か
と
な
 

っ
た
社
会
の
脆
弱
さ
を
克
服

し
、
将
来
世
代
に
希
望
が
つ

な
が
る
持
続
可
能
な
社
会
を

実
現
す
る
と
強
調
。
あ
わ
せ

て
、
雇
用
の
確
保
を
大
前
提

に
労
働
条
件
の
改
善
に
よ
る

消
費
の
喚
起
・
拡
大
と
、
分

配
構
造
の
転
換
に
つ
な
が
り

得
る
賃
上
げ
に
取
り
組
み
、

「
感
染
症
対
策
と
経
済
の
自

律
的
成
長
の
両
立
」
と
「
社

会
の
持
続
性
」
の
実
現
を
め

ざ
す
と
し
て
い
ま
す
。

す
。
　
２
０
２
１
春
闘
は
、
こ
う

し
た
流
れ
を
変
え
る
重
要
な

闘
い
で
す
。
経
済
環
境
の
悪

化
や
経
営
側
の
賃
下
げ
、
首

切
り
に
負
け
な
い
た
め
に
も

「
賃
上
げ
も
雇
用
も
」
の
要

求
を
高
く
掲
げ
、
ま
た
、
公

共
サ
ー
ビ
ス
に
も
っ
と
投
資

と
、
人
員
確
保
・
処
遇
改
善

を
実
現
す
る
こ
と
が
求
め
ら

れ
ま
す
。

　
ま
た
、
春
闘
を
精
一
杯
闘

う
中
で
、
必
ず
や
っ
て
く
る

総
選
挙
で
政
権
交
代
に
勝
利

す
る
こ
と
が
政
治
を
変
え
、

労
働
を
中
心
と
し
た
安
定
し

た
福
祉
型
社
会
を
実
現
で
き

る
と
い
え
ま
す
。

　
そ
の
た
め
に
も
私
た
ち
が

闘
う
姿
勢
を
示
す
ス
ト
ラ
イ

キ
批
准
投
票
を
圧
倒
的
に
成

功
さ
せ
る
こ
と
が
重
要
で

す
。
各
単
組
で
最
大
限
の
取

り
組
み
を
お
願
い
し
ま
す
。

先
に
労
働
者
に
そ
の
犠
牲
を

押
し
付
け
よ
う
と
し
て
い
ま

す
。
　
し
か
し
こ
の
間
、
　
年
代

90

か
ら
の
　
年
余
り
、
日
本
経

20

済
・
社
会
は
、
「
雇
用
か
賃

上
げ
か
」
と
労
働
者
に
迫
り

な
が
ら
、
雇
用
も
劣
化
さ

せ
、
平
均
賃
金
も
低
下
さ
せ

　
２
０
２
１
春
闘
は
、
コ
ロ

ナ
感
染
拡
大
の
影
響
を
大
き

く
受
け
、
経
済
状
況
の
悪
化

に
よ
り
、
賃
金
・
雇
用
情
勢

は
、
最
悪
の
状
態
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　
経
営
側
は
、
早
く
も
経
営

危
機
を
前
面
に
、
首
切
り
や

賃
金
引
き
下
げ
な
ど
、
真
っ

賃
金
も
雇
用
も
改
善
め
ざ
せ

2021春闘

た
た
か
う
意
思
を
ス
ト
批
准
で
示
そ
う

・
政
権
交
代
の
年
に

　
２
０
２
１
年
は
丑（
う

し
）年
。
動
物
の
牛
は
の

ん
び
り
し
て
い
る
イ
メ
ー

ジ
で
す
が
、
昔
か
ら
田
畑

を
耕
し
た
り
、
も
の
を
運

ん
だ
り
す
る
の
に
欠
か
せ

な
い
、
大
切
な
存
在
で
し

た
。
コ
ツ
コ
ツ
努
力
し
、

誠
実
さ
や
粘
り
強
さ
を
表

す
象
徴
と
い
わ
れ
ま
す
。

　
十
二
支
と
十
干
（
じ
っ

か
ん
）を
併
せ
た
、
２
０

２
１
年
の
本
来
の
干
支
は

「
辛
丑（
か
の
と
う

し
）」。
陰
陽
五
行
説
で
は

「
統
制
の
強
化
」
を
意
味

す
る
と
か
。
な
ん
だ
か
、
自

分
た
ち
と
意
見
の
違
う
人
を

排
除
し
た
が
る
、
菅
義
偉
首

相
の
政
治
姿
勢
を
ほ
う
ふ
つ

と
さ
せ
ま
す
。

　
前
回
の
丑
年
（
２
０
０
９

年
）
に
は
、
民
主
党
が
衆
院

選
で
大
勝
し
て
政
権
交
代
を

実
現
し
ま
し
た
。
今
年
も
　10

月
ま
で
に
は
必
ず
総
選
挙
が

あ
り
ま
す
。
統
制
や
排
除
に

熱
心
な
菅
政
権
を
交
代
さ
せ

る
た
め
、
共
闘
の
力
で
野
党

が
ど
れ
だ
け
頑
張
れ
る
か
が

勝
負
ど
こ
ろ
で
し
ょ
う
。

・
安
全
な
ワ
ク
チ
ン
を

　
　
年
前
の
新
型
イ
ン
フ
ル

12
エ
ン
ザ
の
流
行
時
に
は
、
全

国
で
多
く
の
人
が
死
亡
す
る

な
ど
感
染
が
拡
大
。
こ
の
時

は
約
７
千
万
人
分
の
ワ
ク
チ

ン
が
用
意
さ
れ
ま
し
た
。
昨

年
か
ら
世
界
で
猛
威
を
振

る
っ
て
き
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
の
ワ
ク
チ
ン
と
治
療

薬
は
い
つ
で
き
る
の
か
―
―

各
国
で
開
発
競
争
が
激
し
く

な
っ
て
い
ま
す
が
、
安
全
性

は
き
っ
ち
り
担
保
し
て
ほ
し

い
で
す
ね
。

・
ど
う
な
る
オ
リ
・
パ
ラ

　
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
の

影
響
で
今
年
に
延
期
さ
れ
た

東
京
五
輪
（
７
月
　
日
～
８

23

月
８
日
予
定
）
と
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
（
８
月
　
日
～
９
月

24

５
日
予
定
）
。
政
府
や
東
京

都
な
ど
関
係
者
は
実
施
す
る

と
の
姿
勢
を
崩
し
て
い
ま
せ

ん
。
問
題
は
、
新
型
コ
ロ
ナ

が
い
つ
終
息
す
る
か
に
か

か
っ
て
い
ま
す
。

　
感
染
が
広
が
る
米
国
や
欧

州
な
ど
諸
外
国
か
ら
の
訪
日

が
可
能
な
の
で
し
ょ
う
か
。

開
催
方
法
を
含
め
て
慎
重
な

判
断
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

・
大
震
災
か
ら
　
年
10

　
２
０
２
１
年
は
東
日
本

大
震
災
か
ら
ち
ょ
う
ど
　10

年
で
す
。
犠
牲
者
は
震
災

関
連
死
を
含
め
て
２
万
２

千
人
以
上
。
い
ま
な
お
避

難
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い

る
人
が
全
国
で
４
万
人
を

超
え
て
い
ま
す
。

　
東
京
電
力
福
島
第
１
原

発
の
事
故
は
暮
ら
し
や
環

境
を
破
壊
す
る
一
方
、
国

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
見
直

し
を
求
め
る
大
き
な
世
論

を
作
り
ま
し
た
。
今
年
も

福
島
原
発
被
害
千
葉
集
団

訴
訟
第
１
陣
（
２
月
　19

日
）
や
東
海
第
２
原
発
訴

訟
（
３
月
　
日
）
を
は
じ

18

め
、
各
地
で
原
発
の
あ
り

よ
う
を
問
う
判
決
が
続
き

ま
す
。

２
０
２
１
年
今
年
は
ど
う
な
る
　!?

年間の闘いは春闘から
２月４日～12日はスト批准投票期間

【2021春闘取り組みスケジュール】
中央（本部）県本部単組月

1月14日

1月28日

県代表者会議

中央委員会

～17日

～31日
1月下旬

要求アンケート配布・回収
執行委員会
（要求アンケート集約・要
求書作成）
職場討議

１月

1月25日執行委員会

春闘討論集会【中止】

（第１次春闘オルグ）

単組代表者会議【中止】

2月初旬執行委員会・中央委員会

（要求書の決定）

２月

2月16日スト批准報告2月15日スト批准集約日2月4日～12日ストライキ批准投票

2月●日全国統一行動2月2日～10日要求書提出

2月26日拡大闘争委員会

2月18日

2月18日

2月18日

執行委員会

中央委員会

春闘総決起集会

　　　　　※遅くとも２月末迄に提出

（第２次春闘オルグ）３月

3月●日対政府交渉戦術闘争指令3月12日要求書回答指定日

3月12日中央行動2月27日連合茨城決起集会3月15日～19日統一交渉ゾーン

3月19日自治労統一行動3月11日臨時大会3月19日自治労統一行動日

執行委員会

3月中旬（回答内容確認・交渉）

3月●日対政府交渉執行委員会

3月●日全国統一行動（交渉内容確認）

3月下旬〔協約（確認書）締結〕
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那
珂
市
職
員
組
合

執
行
委
員
長
　
木
内
　
修
平

副
執
行
委
員
長
　
岡
崎
　
昌
行

副
執
行
委
員
長
　
浅
川
　
舞
子

書
　
記
　
長
　
鈴
木
　
隆
司

書
　記
　次
　長
　
小
田
内
勝
也

総
　
務
　
部
　
樫
村
　
清
隆

調
査
渉
外
部
　
細
谷
　
恵
美

教
育
情
報
宣
伝
部
　
萩
本
佳
奈
子

体
　
育
　
部
　
平
野
　
拓
見

厚
　
生
　
部
　
神
永
　
　
輝

厚
　
生
　
部
　
塙
　
　
壮
太

青
　
年
　
部
　
箕
川
　
一
利

青
　
年
　
部
　
髙
橋
　
　
輝

財
　
政
　
部
　
吽
野
　
朋
哉

財
　
政
　
部
　
鹿
志
村
裕
太

女
　
性
　
部
　
会
沢
　
雅
子

女
　
性
　
部
　
海
野
　
純
子

福
　
祉
　
部
　
小
瀧
　
春
奈

執
　行
　委
　員
　
橋
本
　
　
忍

大
子
町
職
員
組
合

執
行
委
員
長
　
藤
田
　
浩
二

副
執
行
委
員
長
　
安
藤
　
　
忠

書
　
記
　
長
　
髙
村
　
喜
尚

書
　記
　次
　長
　
島
根
　
芳
明

執
　行
　委
　員
　
鈴
木
　
結
衣

　
　
〃
　
　
　
石
井
　
練
志

　
　
〃
　
　
　
星
　
　
和
斗

　
　
〃
　
　
　
鈴
木
　
和
也

　
　
〃
　
　
　
石
井
　
敏
勝

　
　
〃
　
　
　
小
口
　
　
勇

　
　
〃
　
　
　
米
久
　
敦
士

　
　
〃
　
　
　
大
森
友
妃
子

　
　
〃
　
　
　
渡
邊
久
美
子

水
郡
ブ
ロ
ッ
ク
協
議
会

議
　
長
　
草
山
尚
拓（
東
海
）

副
議
長
　
坪
井
正
人

　
　
　
　
　
　（
常
陸
大
宮
）

事
務
局
長
　
高
村
喜
尚（
大
子
）

事
務
局
次
長
　
鈴
木
教
彦（
那
珂
）

各
単
各
単
組組役

　
　
役
員員

駅
悦

詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠

化
す
る
で
し
ょ
う
。
新
型
コ

ロ
ナ
に
よ
る
経
済
苦
で
死
を

考
え
る
ま
で
追
い
詰
め
ら
れ

て
い
る
国
民
が
大
勢
い
る
。

政
治
は
、
そ
う
し
た
人
た
ち

に
生
き
る
希
望
を
与
え
な
く

て
は
な
り
ま
せ
ん
。

　
私
が
専
門
と
す
る
教
育
の

世
界
で
も
、
同
調
圧
力
・
権

威
主
義
が
は
び
こ
り
、
フ
ァ

シ
ズ
ム
が
現
実
の
も
の
と

な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
ま
ま

で
は
民
主
主
義
の
担
い
手
を

育
て
る
こ
と
が
で
き
な
く

な
っ
て
し
ま
う
。

　
新
自
由
主
義
と
決
別
し
、

フ
ァ
シ
ズ
ム
を
食
い
止
め
る

た
め
に
も
、
２
０
２
１
年
は

何
と
し
て
も
政
権
交
代
の
年

に
し
て
ほ
し
い
。
自
民
党
の

中
に
も
護
憲
派
は
い
る
は
ず

で
す
。
立
憲
主
義
か
否
か
を

対
立
軸
に
し
て
、
野
党
は
立

憲
主
義
で
一
致
し
て
、
政
権

を
獲
得
し
て
ほ
し
い
と
心
か

ら
願
っ
て
い
ま
す
。

れ
は
新
し
い
形
の
民
主
主
義

の
表
れ
だ
と
希
望
を
感
じ
ま

し
た
。

　
安
倍
政
権
は
、
憲
法
を
破

壊
し
、
三
権
分
立
を
破
壊

し
、
独
裁
政
治
に
道
を
開
く

と
こ
ろ
ま
で
き
ま
し
た
。
続

く
菅
政
権
に
し
て
も
、
看
板

が
変
わ
っ
た
だ
け
で
本
質
は

同
じ
で
す
。
む
し
ろ
、
法

務
・
警
察
・
検
察
へ
の
支
配

を
よ
り
強
め
、
恐
怖
政
治
が

始
ま
る
か
も
し
れ
な
い
。

・
民
主
主
義
を
取
り
戻
そ
う

　
こ
れ
に
対
抗
す
る
に
は
、

野
党
が
一
つ
に
ま
と
ま
ら
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
新
型

コ
ロ
ナ
に
よ
る
中
小
企
業
の

倒
産
・
廃
業
、
労
働
者
の
失

業
な
ど
は
今
年
、
よ
り
顕
在

　
安
倍
政
権
は
同
時
に
、
官

僚
を
官
邸
の
下
僕
・
私
兵
に

し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
最
高

裁
の
裁
判
官
も
、
い
ま
や
全

て
安
倍
内
閣
の
下
で
の
任
命

で
す
。
会
計
検
査
院
や
人
事

院
な
ど
、
政
府
か
ら
一
定
の

独
立
性
を
保
っ
て
い
た
機
関

に
も
支
配
は
及
び
、
会
計
検

査
院
は
森
友
学
園
問
題
を
追

及
し
き
れ
ず
、
黒
川
検
事
長

の
定
年
延
長
問
題
で
人
事
院

は
官
邸
に
屈
す
る
国
会
答
弁

を
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。

　
検
察
庁
の
定
年
延
長
問
題

で
ス
ト
ッ
プ
を
か
け
た
の

は
、
土
俵
の
徳
俵
で
ギ
リ
ギ

リ
踏
み
と
ど
ま
っ
た
と
い
う

と
こ
ろ
で
し
ょ
う
か
。
Ｓ
Ｎ

Ｓ
の
力
も
あ
っ
て
政
府
の
ね

ら
い
を
押
し
と
ど
め
た
。
こ

プ
は
厚
生
労
働
省
で
す
が
、

２
位
グ
ル
ー
プ
は
国
土
交
通

省
・
文
部
科
学
省
・
防
衛
省

で
す
。
こ
の
う
ち
文
科
省
の

予
算
は
年
々
減
ら
さ
れ
、
逆

に
防
衛
省
予
算
は
増
額
が
続

い
て
い
ま
す
。
２
０
２
０
年

度
予
算
で
防
衛
省
の
予
算
は

文
科
省
を
逆
転
し
ま
し
た
。

・
憲
法
が
破
壊
さ
れ
た

　
安
倍
政
権
は
立
憲
主
義
を

破
壊
し
続
け
た
政
権
で
し
た

が
、
そ
の
最
大
の
も
の
が
安

保
法
制
＝
戦
争
法
で
し
た
。

こ
れ
は
そ
も
そ
も
違
憲
立
法

で
す
。
集
団
的
自
衛
権
が
憲

法
９
条
の
も
と
で
認
め
ら
れ

る
な
ど
と
い
う
閣
議
決
定

は
、
憲
法
破
壊
の
最
た
る
も

の
で
す
。

　
２
０
２
０
年
９
月
、
７
年

８
カ
月
続
い
た
安
倍
政
権
が

終
わ
り
ま
し
た
が
、
長
か
っ

た
だ
け
で
良
い
こ
と
は
一
つ

も
な
い
政
権
で
し
た
。

　
小
泉
政
権
以
来
、
新
自
由

主
義
的
な
政
策
が
続
き
、
富

め
る
者
は
ま
す
ま
す
富
み
、

貧
し
い
者
は
ま
す
ま
す
貧
し

く
な
り
ま
し
た
。
現
在
、
失

業
や
倒
産
が
増
え
て
い
ま
す

が
、
こ
れ
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
だ
け
の
せ
い
で
は
な

く
、
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
の
結
果

で
す
。
人
間
の
命
や
生
活
を

な
い
が
し
ろ
に
し
て
き
た
ア

ベ
政
治
が
も
た
ら
し
た
も
の

で
す
。

　
安
倍
政
権
の
も
と
で
防
衛

予
算
は
膨
れ
上
が
り
ま
し

た
。
各
省
予
算
の
う
ち
ト
ッ

　
県
本
部
青
年
部
、
女
性
部

は
、
昨
年
　
月
に
第
　
回
青

12

64

年
部
定
期
大
会
及
び
第
　
回
64

女
性
部
定
期
大
会
を
コ
ロ
ナ

感
染
拡
大
の
影
響
を
考
慮

し
、
書
面
に
よ
る
方
法
で
議

決
す
る
大
会
を
初
め
て
行
い

ま
し
た
。

立
憲
主
義
で
一
致
し
、
政
権
交
代
の
年
に

　
そ
の
結
果
、
す
べ
て
の
経

過
報
告
・
議
案
が
承
認
・
賛

成
多
数
と
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
役
員
改
選
に
つ
い

2021年度県本部青年部役員体制

部　　長 河野　光由 （那珂市職）

副　部　長 渡邉　智紀 （神栖市職）

書　記　長 米久　哲弘 （北茨城市職）

執行委員 佐々　大介 （高萩市職）

執行委員 林　　佑宜 （高萩市職）

執行委員 関口　一稀 （常陸大宮市職）

執行委員 谷川　太一 （行方市職）

執行委員 青木　和城 （美浦村職）

執行委員 櫻井　智之 （土浦市職）

執行委員 古谷　正志 （茨城国保労組）

執行委員 鈴木　勇寛 （県職連合）

※執行委員の青木和城さんは、副部長と
なる予定です。

て
も
、
青
年
部
は
、
那
珂
市

職
の
河
野
光
由
さ
ん
が
青
年

部
長
に
、
女
性
部
は
鉾
田
市

職
の
鈴
木
絵
梨
奈
さ
ん
が
女

性
部
長
と
な
り
、
そ
の
ほ
か

の
執
行
委
員
も
全
員
承
認
と

な
り
ま
し
た
。

　
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
の
影
響

で
活
動
は
制
約
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
自
治
労
運
動
の
先
頭

に
立
ち
活
躍
す
る
こ
と
が
期

待
さ
れ
ま
す
。

自治労運動の先頭に
青年部、女性部執行体制決まる

元
文
部
科
学
事
務
次
官
　
前
 川
　
喜
 平
さ
ん

新春インタビュー

2021年度県本部女性部執行体制

部　　長 鈴木　絵梨奈 （鉾田市職）

副　部　長 大宮　　沙絵 （日立市職）

書　記　長 根本　真由美 （大子町職）

執行委員 佐藤　さやか （常陸太田市職）

執行委員 小松　　蓉子 （東海村職）

執行委員 久保　真理絵 （鹿嶋市職）

執行委員 吉田　有香里 （牛久市職）

執行委員 藤沼　　　彩 （県職連合）

執行委員 横山　麻里絵 （県職連合）

執行委員 生井澤　律子 （鹿嶋市職）

域 育違違違違違違違違違違違違違違違


